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 令和７年度第１回豊山町高齢者保健福祉審議会議事録 

 

１ 開催日時  令和７年８月２７日（水）午後３時から午後４時４０分まで 

 

２ 開催場所  豊山町役場３階 会議室５ 

 

３ 出席者 

  （１）豊山町高齢者保健福祉審議会委員７名 

老人クラブ連合会代表             江崎弘（会長） 

日本福祉大学教授               伊藤文人 

歯科医師会代表                久馬厚 

シルバー人材センター会長           水野典昌（副会長） 

民生委員協議会代表              小塚奈緒美 

赤十字奉仕団委員長              岡島薫 

㋵とよやまボランティア代表          中村里美 

  （２）欠席者１名 

一般公募                   大鶴雅美 

  （３）事務局６名 

     町長                     服部正樹 

生活福祉部長                 日比野敏弥 

保険課長                   栗山直樹 

保険課介護グループ長             高木久徳 

保険課介護グループ主事            犬飼大揮 

地域包括支援センター主任介護支援専門員    波多野雄哉 

 

 

４ 議題 

  （１）【諮問事項】第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第 10 次豊山町介護保険事業 

計画の策定について 

（２）令和６年度介護保険事業実績報告について 

（３）令和６年度豊山町地域包括支援センター事業実績報告について 

 

５ 会議資料 

  令和７年度第１回豊山町高齢者保健福祉審議会 
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６ 議事内容（要点筆記） 

司会 はじめに町長からご挨拶を申し上げます。 

町長 （町長挨拶） 

司会 ここで町長から会長に諮問書をお渡しします。 

会長 それでは、次第２の議題（１）「【諮問事項】第 11 次豊山町高齢者福祉

計画・第 10 次豊山介護保険事業計画の策定について」、事務局より説明

をお願いします。 

事務局 （会議資料１～３ページを使用して説明） 

会長 説明が終わりました。 

委員のみなさんからご意見・ご質問がありましたら、いただきたいと

思います。 

委員Ａ 事業計画策定の契約業者は決まっていますか。 

事務局 はい。８月に業者の選定を行いましたので、次回の会議には同席する

予定です。 

会長 前年度介護保険料を上げていますが、その問い合わせ等はありました

か。 

事務局 前年度と同じ所得段階の方でも、基準額が上がりましたので保険料と

しては上がっています。そこに対する問い合わせはいくつかありました。 

補足としまして、前回は保険料を据え置きとしたのも今回の保険料が

上がった要因であります。また、現状後期高齢者が増加しているので、

必然的に要支援・要介護認定者の人数も年々増えていきます。そうなる

と、介護給付費の負担も増えていくので、財源となる保険料にも影響が

ございます。そこで先ほどご説明しました通り、後期高齢者を迎える前

に、介護が必要になる年齢を遅らせる介護予防事業が重要となります。

そういった施策も、今回の計画に取り入れていきたいと考えております。 

委員Ｂ 資料中に、「健康な人を増やす」とありますが、フィジカル面以外の健

康の要素を、町としてどのようにお考えでしょうか。 

例えば、団塊の世代の人たちは、１５～２０年後孤立する高齢者とな

ります。また、配偶者が亡くなったりするのも健康に大きな影響を及ぼ

します。そういった、孤独にならないための施策を考えるのも、健康な

人を増やすことにつながると思います。 

事務局 身体的な健康も大事ですが、孤独にならないよう人と話せる環境づく

りも重要であると考えます。 

委員Ｂ 男女の性差もあると思います。配偶者が亡くなったときにどういう生

き方をするか。そう考えた際、男性は仕事が第一なのであまりそういっ

たことを考えることができないまま一人で衰えていく傾向がある反面、

女性はつながりを作るのが上手であることが多いと思います。ジェンダ

ー別の支援が重要です。 
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事務局 委員より地域交流の話がありましたので、本町の事例をご紹介させて

いただきます。地域包括支援センターで取り組んでいる「シニア元気づ

くり体操教室」というものがあります。こちらは、徒歩１０分以内で通

える教室を目標として、住民が主体となって町内で教室を開催しており、

養成講座を修了したサポーターが中心となって指導を行っています。男

性の参加者も少しずつ増えてきているので、こういった地域で支え合う

仕組みづくりにも力を入れて取り組んでいます。 

委員Ｅ 私自身、６５歳を超えたので前期高齢者であると認識していますが、

現在仕事もしているのにも関わらず、高齢者と呼ばれるのは違和感があ

ります。 

委員Ｄ 

 

 余談ではありますが、今年の６月から１００円でコーヒーを飲みなが

ら参加できるお話し会の場を立ち上げました。地域交流の目的もありま

すが、６５歳で定年となった私の夫のためでもあります。私がもしいな

くなった時のことを心配していましたが、地域交流の場に参加する良い

きっかけとなりました。 

委員Ｂ 今おっしゃられたように、仕事を終えると役割をなくしてしまう男性

は多いです。ソーシャルキャピタルというのですが、広い意味で仕事や

家族、地域的なつながりといった社会的資本が豊かな人が増えると、身

体的な面だけでなく精神的にも健康な人が増えるという考え方です。 

委員Ｆ 以前私が聞いたことがある高齢者向けの施設の話ですが、施設の中庭

にアスレチックがあり、なぜかと思ったところ、近くの学校に通ってい

る子どもが遊んでいるとのことでした。そこで子どもが遊んだり、高齢

者と将棋をしたりすることで、高齢者も前向きに元気になっていったと

いう話を聞いたことがあります。 

会長 皆さんご質問、ご意見ありがとうございました。 

議題（１）につきまして、承認いただける方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

ありがとうございます。全員の挙手により議題（１）は承認されまし

た。 

続きまして、議題（２）「令和６年度介護保険事業実績報告について」、

事務局より説明をお願いします。 

事務局  （会議資料５～１１ページを使用して説明） 

会長 説明が終わりました。委員のみなさんからご意見・ご質問がありまし

たら、いただきたいと思います。 

委員Ｄ ９ページの施設サービスについて、特別養護老人ホームの人数が減少

していますが、これはどのような理由からでしょうか。 

事務局 まず資料中の人数の考え方ですが、１人がひと月に１回以上利用すれ

ば１人として数えますので、その人が１年間利用すると、１２人という
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カウントをします。 

令和５年度と令和６年度で９０人減少していますが、９０人を１２人

で割ると約８人ですので、９０人が施設入所できなかったというわけで

はありません。実態は、前年度と比べ８人ほどの利用者に減少があった

という見方となります。 

委員Ｄ 現在の待機者の状況はいかがでしょうか。 

事務局 令和７年８月１日時点で、豊山町内で１８人の待機者がいます。推移

ですが、令和４年度が３２人、令和５年度が１６人、令和６年度が１４

人でした。令和４年度に、新たにかもだの里が建設されたことで減少し

ていることが考えられます。 

会長 人数だけでなく、何か月待たないといけないかという問題もあります。 

事務局 待機期間については、その人の緊急度に応じて変わります。短期入所

サービスを利用しながら入所を待つ利用者もいますので、そのサービス

の利用者も少しずつ増えていっています。 

委員Ｄ 豊山町内で介護サービスを受けることができる施設は増えているので

しょうか。 

事務局 有料老人ホームは増えています。減っているものはないので、あとは

現状維持という状態です。訪問介護ではありますが、休止していたヘル

パーステーションしいの木も、９月から再開の予定と聞いています。 

会長 皆さんご質問、ご意見ありがとうございました。 

議題（２）につきまして、承認いただける方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

ありがとうございます。全員の挙手により議題（２）は承認されまし

た。 

続きまして、議題（３）「令和６年度豊山町地域包括支援センター事業

実績報告について」、事務局より説明をお願いします。 

事務局 （会議資料１３～１８ページを使用して説明） 

委員Ｄ １３ページの介護認定者内訳ですが、１１ページの交付金にも、要介

護１以上になる人が減ることが重要であるとの記載があります。高齢者

が増えれば要介護を受ける人も増えるとは思いますが、県平均が４０点

台で豊山町が１０点というのはどういった理由があるのでしょうか。 

事務局 近隣の市町村もこの項目の点数は低くなっています。この項目で全国

１位を取った石川県のある市町村の話を聞いたことがあるのですが、年

度により大きく変動があるため、どうやったら高い点数を取れるのか分

からないと分析しています。予防事業を推進した結果としてついてくる

ものだと認識しています。 

委員Ｄ １６ページの家族支援事業の中のＧＰＳ貸与についてです。利用者は

２人とのことですが、こういった徘徊する高齢者の方の個人情報は、民
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生委員をはじめとした地域の方は共有することができません。しかし、

対象者の家族の許可があれば情報の共有も可能であるはずなので、家族

の理解を得られるようにしていただきたいです。 

会長 皆さんご質問、ご意見ありがとうございました。 

議題（３）につきまして、承認いただける方は挙手をお願いします。 

（全員挙手） 

ありがとうございます。全員の挙手により議題（３）は承認されまし

た。 

本日予定しておりました審議会の議題については、全て終了しました。

以上をもちまして、令和７年度第１回高齢者保健福祉審議会を終了させ

ていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

上記のとおり、令和７年度第１回豊山町高齢者保健福祉審議会の議事の経過及びその結 

果を明確にするためにこの議事録を作成し、会長及び出席者２人が署名する。 

 

令和７年９月２２日 

会 長  江崎 弘 

 

署名人  小塚 奈緒美 

 

署名人  久馬 厚 

 


